
令和８年度岡山三川水害タイムライン読合せ訓練を開催

【参加機関】
岡山市、真庭市、鏡野町、美咲町、井原市、高梁市、新見市、浅口市、早島町、総社市、矢掛町、笠岡市、津山市、瀬戸内市、赤磐市、美作市、和気町、勝央町、奈義町、
岡山県警察、岡山地方気象台、中国電力（岡山支社、新成羽川ダム、社口ダム、恩原ダム）、中国電力ネットワーク、NTT西日本、岡山ガス、JR西日本、井原鉄道、
水島臨海鉄道、テレビせとうち、吉備ケーブルテレビ、エフエムくらしき、エフエムゆめウェーブ、玉野市、里庄町、広島県、岡山県、苫田ダム管理所、岡山河川事務所

38機関

会議開催状況（対面＋Web）

○防災行動共有システムの操作要領への習熟及び情報共有をはじめとした多機関連携機能の強
化による出水対応の円滑化を目的とした、岡山三川水害タイムライン読合せ訓練を開催
（令和8年9月2日(水)10:00～12:00）

○行動連携フローに沿った防災行動項目の確認及び防災行動共有システムの操作演習を通じた
情報共有を実施し、実際の出水対応のイメージを共有

＜タイムライン読合せ訓練＞
行動連携フローに沿って防災行動項目の確認・

登録・発信を行い、システムの操作要領の習熟
及び実際の出水対応イメージを共有

行動連携フローをベースとした演練を通じて、関
係機関による自主的な情報の発信・収集の重
要性を再確認

西山座長

前野アドバイザー

テロップ機能による情報発信

防災行動共有システムは、情報共有が目
的であり、システムの情報を受け取ってど
う行動していくかについては、各機関の行
動マニュアルやタイムラインを整備しておく
必要がある。先日の千葉県の水害では、
車内で亡くなった方もいるため、住民にどう
やって情報を提供するかが重要である。各
機関で行動マニュアルやタイムラインを用
いた訓練を実施していただき、適宜見直し
を図っていただきたい。（西山座長）

防災行動共有システムで防災情報を共有す
ることは重要である。本日の訓練でシステム
操作が難しいと感じた参加者もいると思うが、
操作を繰り返すことで慣れてくるところもある
ので、継続的に取り組んでいただきたい。
（前野アドバイザー）

行動連携フローに沿った操作演習
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